
　
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合

う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け

ら
れ
た
新
た
な
元
号
「
令
和
」

の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
が
、
戦
争
や
大
き
な
災

害
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
の
思
う
ま
ま
に
夢
の
実
現
に

向
け
た
歩
み
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
な
時
代
と
な
る
こ
と
を
、
と

も
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
教
育
に
は
、
予

測
困
難
と
言
わ
れ
る
未
来
社
会

　
と
も
に

　
学
校
力
を
高
め
る

栃
木
県
小
学
校
長
会
長　

浪
花　
　

寛

　

令
和
元
年
度
栃
木
県
小
学
校
長
会

が
、五
月
十
六
日
に
県
教
育
会
館
で
、

県
教
育
長
の
荒
川 

政
利
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

浪
花 

寛
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
新
学
習
指
導
要
領
に
書
か
れ
て
い

る
『
予
測
困
難
な
未
来
』
で
あ
る
『
新

し
い
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な

資
質
・
能
力
』
を
育
む
た
め
、
校
長

は
指
導
性
を
発
揮
し
、
創
意
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
学
校

を
経
営
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
今
日

的
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
学
校
現

場
に
お
い
て
、
解
決
の
た
め
の
道
筋

を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
。
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
働
き
方
改
革
の

必
要
性
は
、
地
域
・
保
護
者
の
認
知

度
の
高
ま
り
や
、
社
会
全
体
で
支
援

し
よ
う
と
す
る
機
運
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
。
県
校

長
会
で
は
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
に
つ

い
て
、
県
内
各
校
長
の
実
践
例
や
ア

イ
デ
ア
な
ど
の
情
報
が
活
発
に
交
流

さ
れ
、
共
有
化
し
、
学
校
経
営
力
を

向
上
さ
せ
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い

く
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、事
業
報
告
や
決
算
報
告
、

今
年
度
の
事
業
案
や
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
研
修
会
で
は
、
作
新
大
学

特
任
教
授
の
高
山
裕
一
先
生
か
ら
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
ポ
イ
ン

ト
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
思
考
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る

ツ
ー
ル
で
あ
り
、「
も
し
〜
な
ら
ば
」

と
判
断
す
る
た
め
の
条
件
を
想
像
す

る
心
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
思
考

力
を
意
識
し
て
継
続
的
に
身
に
付
け

る
た
め
に
「
構
造
的
」「
順
序
性
」「
汎

用
性
」「
最
適
化
」
の
四
つ
の
要
素

に
分
類
し
て
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
思
考
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
の
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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を
生
き
る
た
め
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
を
、
子
ど
も
た
ち

に
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
校
長

に
は
、
確
固
た
る
経
営
理
念
を

確
立
し
た
上
で
、 

指
導
性
を
発

揮
し
て
教
職
員
の
意
欲
と
協
働

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
保
護

者
や
地
域
住
民
と
も
目
的
を
共

有
し
な
が
ら
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
を
編
成
し
て
創
意

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
で
き
る

よ
う
、
学
校
を
経
営
し
て
い
く

こ
と
が
責
務
と
し
て
与
え
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
学
校
現
場
に

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
を
重
視
し
た
授
業
改
善
」「
多

様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
へ
の
合
理
的

配
慮
を
明
確
に
し
た
特
別
支
援
教

育
の
推
進
」「
い
じ
め
や
不
登
校

の
問
題
の
解
決
」「
安
全
・
安
心

な
学
校
に
向
け
た
危
機
管
理
の
徹

底
」「
若
手
教
員
や
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
の
人
材
育
成
」「
英
語
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
教
育
計
画

と
教
育
環
境
の
整
備
」
な
ど
の
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
学
校
の
働
き
方
改

革
を
推
進
し
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
教
職
員
が
自
ら
の
人
間

性
を
高
め
、
効
果
的
な
教
育
活

動
を
持
続
的
に
行
え
る
状
況
を

作
り
出
す
こ
と
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
の
か
、
私
た

ち
校
長
に
は
、
そ
の
道
筋
を
明

確
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
小
学
校
長
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
諸

課
題
に
つ
い
て
、
県
内
各
地
区

の
校
長
先
生
方
の
効
果
的
な
実

践
事
例
や
、
知
恵
、
経
験
値
な

ど
が
共
有
化
さ
れ
る
こ
と
を
通

し
て
、
各
校
長
先
生
方
の
学
校

経
営
力
の
向
上
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、「
と
も
に
学
校
力
を
高
め

る
」
を
合
言
葉
に
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
、
本

会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
に
は
、

本
県
で
関
東
甲
信
越
地
区
小
学

校
長
研
究
協
議
会
・
栃
木
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
度
は
準
備
が
本
格

化
し
て
き
ま
す
。

　

有
意
義
な
研
究
協
議
会
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
見
通
し
を

も
っ
て
計
画
的
に
準
備
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
が
、
何
か
と
ご
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇都宮市立昭和小学校
栃木県小学校長会事務局

発行責任者
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第
七
十
二
回

栃
木
県
小
学
校
長
会
総
会



宇
都
宮
・
上
三
川  

栗
原　

武
夫

宇
都
宮
市
立
西
原
小
学
校

　

校
長
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
、
新
学
習
指
導
要
領
全

面
実
施
に
向
け
た
準
備
や
学
校

の
働
き
方
改
革
の
推
進
等
、
教

育
諸
問
題
へ
の
対
応
に
主
体
的
・

組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
都
賀　
　
　

  

江
連　

昌
宏

鹿
沼
市
立
津
田
小
学
校

　

校
長
の
資
質
向
上
の
た
め
に
、

鹿
沼
市
と
日
光
市
校
長
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
研
修
と
会

員
の
交
流
を
合
言
葉
に
、
互
い

を
高
め
合
え
る
校
長
会
を
目
指

し
ま
す
。

芳　

賀　
　
　

  

髙
島　

俊
一

益
子
町
立
益
子
小
学
校

　

一
市
四
町
二
十
八
校
の
校
長

が
、
全
体
研
修
や
情
報
交
換
を

通
し
て
学
校
経
営
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
校
長
自
身
の
資

質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

な
校
長
会
を
目
指
し
ま
す
。

下
都
賀　
　
　

  

生
沼　

房
子

野
木
町
立
南
赤
塚
小
学
校

　

地
理
的
に
は
離
れ
て
位
置
す

る
野
木
・
壬
生
両
町
の
十
三
校

か
ら
成
る
校
長
会
で
す
。
密
に

情
報
交
換
し
な
が
ら
小
回
り
の

き
く
よ
さ
を
生
か
し
、
今
日
的

教
育
課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

下
野
市　

  

谷
田
部　

二
三
子

下
野
市
立
祇
園
小
学
校

　

会
員
十
一
名
。
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
下
野
市
校
長
会
の
良

さ
を
生
か
し
、
課
題
解
決
に
向

け
て
情
報
交
換
を
密
に
す
る
と

共
に
、
互
い
に
高
め
合
え
る
校

長
会
を
目
指
し
ま
す
。

小
山
市　
　
　

  

池
澤　
　

満

小
山
市
立
小
山
第
一
小
学
校

　

今
年
度
は
、我
々
校
長
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何
か

を
見
極
め
、
校
長
会
の
組
織
や

取
組
な
ど
、
今
ま
で
当
た
り
前

に
続
い
て
き
た
こ
と
を
見
直
し
、

統
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

栃
木
市　
　
　

  

島
田　

隆
広

栃
木
市
立
栃
木
第
五
小
学
校

　

美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で

文
化
が
育
つ
と
い
う
「
令
和
」

の
精
神
を
受
け
て
、
三
時
代
を

教
員
と
し
て
生
き
抜
い
て
き
た

三
十
名
の
英
知
を
結
集
し
て
課

題
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

塩　

谷　
　

  

和
氣　

由
美
子

矢
板
市
立
東
小
学
校

　

二
市
二
町
二
十
三
名
の
会
員

が
、
積
極
的
な
研
修
を
通
し
て

連
携
を
深
め
、
会
員
相
互
の
資

質
向
上
と
働
き
方
改
革
や
学
力

向
上
な
ど
の
今
日
的
課
題
の
解

決
に
向
け
、
意
欲
的
で
高
め
合

え
る
校
長
会
を
目
指
し
ま
す
。

那　

須　
　
　

  

田
崎　
　

真

大
田
原
市
立
黒
羽
小
学
校

　

地
区
内
二
市
一
町
の
校
長
会

と
連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、

会
員
相
互
の
資
質
向
上
と
今
日

的
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

意
欲
的
に
取
り
組
む
校
長
会
を

目
指
し
ま
す
。

南
那
須　
　

  

川
上　

ひ
よ
り

那
珂
川
町
立
小
川
小
学
校

　

一
市
一
町
八
校
の
小
学
校
長

が
連
携
・
協
力
し
、
小
規
模
地

区
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
の
課
題
や
今
日
的
課
題
に

即
し
た
研
究
に
取
り
組
む
校
長

会
を
目
指
し
ま
す
。

佐
野
市　
　
　

  

茂
木　

郁
夫

佐
野
市
立
城
北
小
学
校

　

地
区
内
二
十
六
校
が
実
践
し

て
い
る
改
革
や
挑
戦
を
共
有
し
、

地
区
全
体
の
学
力
向
上
や
教
職

員
の
働
き
方
改
革
等
の
課
題
解

決
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組

む
校
長
会
を
目
指
し
ま
す
。

足
利
市　
　
　

  

村
山　

哲
也

足
利
市
立
東
山
小
学
校

　

足
利
学
校
の
あ
る
街
足
利
市
。

そ
の
歴
史
と
文
化
に
支
え
ら
れ

た
足
利
市
の
教
育
を
力
強
く
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
校
長
自

ら
が
自
学
自
習
の
精
神
を
大
切

に
し
た
校
長
会
を
目
指
し
ま
す
。

会　

長　

浪
花　

寛
（
宇
・
昭
和
）

副
会
長　

栗
原
武
夫
（
宇
・
西
原
）

副
会
長　

髙
島
俊
一
（
芳
・
益
子
）

副
会
長　

小
森   

厚
（
那
・
境
）

副
会
長　

池
澤　

満（
小
・
小
山
第
一
）

書　

記　

中
村
ひ
ろ
み

（
宇
・
姿
川
第
二
）

書　

記　

渡
邉   

功（宇
・
御
幸
が
原
）

書　

記　

和
氣
由
美
子
（
矢
・
東
）

会　

計　

津
村
早
苗
（
宇
・
細
谷
）

会　

計　

丸
山
周
二
（
宇
・
東
）

会　

計　

生
沼
房
子
（
下
・
南
赤
塚
）

会
計
監
査

　
　
　
　

宗
方
順
子
（
栃
・
吹
上
）

　
　
　
　

黒
澤   

守
（
上
・
日
光
）

　
　
　
　

石
島
敦
子
（
足
・
久
野
）

　

本
校
長
会
は
、
新
た
な
時
代

の
要
請
に
応
え
る
教
育
の
実
現

を
目
指
し
、
次
年
度
に
完
全
実

施
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
を

見
据
え
な
が
ら
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
を
重
視
す
る
「
生
き
る

力
」
を
育
む
教
育
を
一
層
推
進

す
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
創
造

に
向
け
て
情
報
を
収
集
し
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
研
修
に

努
め
て
い
く
。
今
年
度
以
下
九

点
を
具
体
目
標
に
定
め
、
積
極

的
に
研
究
・
実
践
を
積
み
重
ね

て
い
く
。

《
基
本
目
標
》

　

新
し
い
知
を
活
か
し
豊
か
な

心
を
も
っ
た
子
ど
も
の
育
成
を

目
指
す
学
校
経
営
の
推
進

《
具
体
目
標
》

一　

学
校
経
営
の
充
実

二　

創
意
あ
る
教
育
課
程
の
実
施

三 　

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た

教
育
の
推
進

四 　

豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を

養
う
教
育
の
推
進

五 　

教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

と
人
材
育
成

六 　

危
機
管
理
意
識
や
能
力
の

高
揚

七 　

学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進

八 　

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
と

組
織
の
強
化

九 　

関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校

長
研
究
協
議
会
栃
木
大
会
開

催
準
備
の
着
実
な
推
進
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地
　
区
　
会
　
長
　
一
　
覧

　
令
和
元
年
度

活
動
目
標

　
令
和
元
年
度

役
員
一
覧



　

部
長　

柿
沼　

隆
久

宇
・
富
士
見
小
学
校

一　

主
題

　
　

 

栃
木
県
小
学
校
長
会
活
動

方
針
の
具
体
的
な
推
進

二　

活
動
目
標･

内
容

　

・ 

本
会
の
事
業
推
進
及
び
連

絡
調
整

　

・ 

教
育
懇
談
会
等
に
よ
る
対

策
活
動

　

・ 

各
部
会
に
属
さ
な
い
必
要

事
項
の
処
理

　

㈠ 

県
小
学
校
長
会
定
期
総
会

の
準
備
・
受
付
等

　

㈡ 

県
教
育
委
員
会
へ
の
提
案

事
項
作
成
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
と
集
計
及
び

提
案
事
項
の
検
討

　

㈢
提
案
書
作
成
と
提
出

　
　

 （
小
中
校
長
会
で
作
成
、
中

学
校
が
取
り
ま
と
め
）

　

㈣ 

県
教
育
委
員
会
と
の
教
育

懇
談
会
出
席

　

㈤ 

提
案
事
項
に
対
す
る
回
答

の
整
理

　

㈥ 

全
連
小
三
地
区
対
策
・
調

研
担
当
者
連
絡
協
議
会
に

参
加

　
　
（
本
県
の
実
情
等
の
発
表
）

部
長　

大
瀧　

伸
一

宇
・
戸
祭
小
学
校

一　

主
題

　
　

 

新
し
い
知
を
活
か
し　

豊

か
な
心
を
も
っ
た
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
す　

学
校

経
営
の
推
進

二　

活
動
方
針

　
　

 

全
連
小
大
会
主
題
と
県
小

学
校
長
会
の
基
本
目
標
に

基
づ
き
、活
動
を
推
進
す
る
。

三　

活
動
目
標
・
内
容

　

㈠ 

各
地
区
の
研
修
計
画
に
基

づ
く
全
員
参
加
に
よ
る
研

修
の
充
実
と
推
進

　

㈡ 

各
種
研
究
大
会
及
び
研
修

会
の
推
進
と
協
力

　

・ 

第
七
十
一
回
全
連
小
秋
田

大
会
へ
の
参
加

　
　
（
南
那
須
地
区
）

　

・ 

第
七
十
一
回
関
ブ
ロ
千
葉

大
会
へ
の
参
加
・
提
案

　
　

 （
那
須
地
区　

塩
谷
地
区
）

　

・ 

第
六
十
二
回
中
央
研
究
大

会
の
実
施

　
　
（
研
究
発
表
と
講
演
）

　

㈢ 

研
修
記
録
「
第
五
十
九
号
」

の
編
集
・
発
行

部
長　

井
口　

桂
一

宇
・
城
東
小
学
校

一　

主
題

　
　

 

各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
生
き
る
力
」
を
育
む

教
育
の
現
状
に
つ
い
て
の

調
査
、
及
び
学
校
経
営
上

の
課
題
解
決
に
迫
る
資
料

の
提
供

二　

活
動
目
標
・
内
容

　
　

 

各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
教
育
活
動
の
内
容
や
状

況
を
調
査
し
、
学
校
経
営

上
の
諸
課
題
解
決
の
た
め

の
資
料
と
し
て
提
供
す
る
。

　

㈠ 

人
材
育
成
の
取
組
状
況
に

つ
い
て　
　

 

（
一
年
次
）

　

㈡ 

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
二
年
次
）

　

※     

こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
七
月

　
　

上
旬
に
調
査
の
た
め
の
ア
ン

　
　

ケ
ー
ト
を
メ
ー
ル
で
送
付
い

　
　

た
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
各

　
　

地
区
調
査
部
長
へ
回
答
く
だ

　
　

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

　
　

し
ま
す
。

　
　

 

調
査
の
結
果
は
、
報
告
書
に

ま
と
め
る
と
共
に
県
校
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
の
で
、
各
校
の
教

育
活
動
改
善
の
資
料
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

部
長　

日
髙　

俊
介

宇
・
石
井
小
学
校

一　

主
題

　
　

 

福
利
厚
生
の
充
実
と
健
康

増
進
・
健
康
管
理
の
推
進

二　

活
動
目
標
・
内
容

　
　

 

会
員
の
福
利
厚
生
に
関
す

る
各
種
事
業
を
推
進
す
る
。

　

㈠ 

学
校
生
活
協
同
組
合
と
の

連
携
に
よ
る
会
員
の
福
利

厚
生
の
充
実

　

㈡ 

教
育
関
係
諸
団
体
と
の
合

同
に
よ
る
福
利
厚
生
事
業

の
充
実
の
た
め
の
要
望

　

㈢ 

栃
木
県
小
中
学
校
長
会
慶

弔
規
程
に
基
づ
く
、
会
員

の
慶
弔
に
関
す
る
事
業
及

び
会
計
業
務

　

※  

令
和
元
年
度
は
、
中
学
校

長
会
の
慶
弔
会
会
計
が
県

小
中
学
校
長
会
慶
弔
会
の

会
計
を
担
当
し
ま
す
。

　
　

今
年
度
も
会
員
の
た
め
の

　
　

各
種
事
業
が
効
率
よ
く
実

　
　

施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

　
　

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

　
　

ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
慶

　
　

弔
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

　
　

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

部
長　

大
塚　

雅
之

宇
・
陽
光
小
学
校

一　

主
題

　
　

 

県
小
学
校
長
会
の
活
動
目

標
の
具
現
化
に
か
か
わ
る

広
報
活
動
の
推
進

二　

活
動
目
標
・
内
容

　
　

 

校
長
が
今
日
的
課
題
や
当

面
す
る
学
校
経
営
上
の
諸

問
題
に
取
り
組
む
際
の
情

報
を
提
供
す
る
。

　

 

㈠
校
長
会
報
の
年
二
回
発
行

　
（
七
月
・
二
月
）

　

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　

・ 

豊
か
な
心
を
育
て
る
学
校

経
営

　

・
県
校
長
会
研
修
の
取
組

　

 

・
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
情
報

　

・
全
連
小
の
動
向
・
情
報

　

・
心
に
響
く
様
々
な
話
題

　

㈡ 

全
連
小
広
報
活
動
へ
の
協
力

　
　

 （
機
関
紙
「
小
学
校
時
報
」

な
ど
）

　

㈢ 

県
小
学
校
長
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
・
管
理
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総
務
部

研
修
部

調
査
部

厚
生
部

広
報
部

　
専
門
部活

動
方
針



　

近
年
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
っ
た
社
会
的
変
化
が
、
人
間
の
予
測

を
超
え
て
加
速
度
的
に
進
展
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を

受
け
、
十
年
後
の
二
〇
三
〇
年
と
そ
の

先
を
見
据
え
な
が
ら
学
校
教
育
を
通
じ

て
、
育
て
た
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
も

と
に
、
新
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
移
行
措
置
期
間
の
二
年

目
で
あ
り
、
各
学
校
で
は
、
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
度
か
ら
の
全
面
実
施

に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
一
時
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
ブ
ー
ム
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、

文
部
科
学
省
の
改
訂
通
知
で
は
、「
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
全
く

異
な
る
指
導
法
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
と
浮
足
立
つ
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
の
蓄
積
を
し
っ

か
り
と
引
き
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
実

態
や
教
科
等
の
学
習
内
容
等
に
応
じ
た

指
導
方
法
の
工
夫
改
善
を
図
る
こ
と
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
と
も

言
わ
れ
る｢S

ociety5.0｣

に
つ
い
て

平
成
三
十
年
に
文
部
科
学
省
が
ま
と
め

た｢S
ociety5.0

に
向
け
た
人
材
育
成｣

の
中
で
、「
義
務
教
育
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
常
に
流
行
の
最
先
端
の
知
識
を

追
い
か
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

学
び
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、特
に
、

基
礎
的
読
解
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
は
、「
公
教
育
の
義
務
」
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の

先
端
技
術
が
さ
ら
に
高
度
化
し
、
人
類

が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
急

激
な
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
教
育
に

お
い
て
は
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
変

え
る
べ
き
も
の
＝
「
流
行
」
と
、
ど
の

よ
う
な
時
代
の
変
化
を
迎
え
る
と
し
て

も
変
わ
ら
ず
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る

も
の
＝
「
不
易
」
の
両
面
を
踏
ま
え
、「
目

の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何

が
必
要
な
の
か
」
を
見
極
め
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
地
域
と
共
有
す
る
と
と

も
に
、
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し

な
が
ら
、
確
か
な
教
育
実
践
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
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主
張　

｢

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か｣

を
見
極
め
る

栃
木
県
小
学
校
長
会
副
会
長　

栗
原　

武
夫

　

町
教
委
時
代
、
一
番
大
変
だ
っ
た
の

は
保
護
者
か
ら
の
苦
情
で
あ
っ
た
。
電

話
を
取
る
と
一
時
間
は
当
た
り
前
。
そ

れ
ら
の
多
く
は
解
決
の
糸
口
の
見
え
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、中
に
は
「
お
前
じ
ゃ

話
が
分
か
ら
な
い
か
ら
県
教
委
に
つ

な
げ
。」「
文
科
省
に
電
話
し
て
も
い
い

か
。」
な
ど
の
事
案
も
あ
っ
た
。
実
際
、

文
科
省
の
担
当
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

経
緯
を
説
明
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
学

校
で
は
日
々
そ
の
よ
う
な
保
護
者
に
対

し
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
結
果
的
に
保
護
者
と
の
意
思
疎
通

が
十
分
で
は
な
く
、
町
教
委
に
も
た
ら

さ
れ
る
事
案
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

泥
沼
状
態
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
仕
事
は
時
間
さ
え
か
け
れ
ば

終
了
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前

出
の
事
案
の
よ
う
に
一
度
ボ
タ
ン
の
掛

け
違
え
が
起
き
る
と
ど
ん
な
に
時
間
を

か
け
て
も
解
決
で
き
ず
、
し
か
も
堂
々

巡
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

現
在
働
き
方
改
革
と
い
う
名
目
で
、

い
ろ
い
ろ
な
取
組
が
行
わ
れ
つ
つ
あ

る
。『
子
ど
も
の
た
め
に
』
と
い
う
思
い

で
業
務
が
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く
こ

と
に
対
し
て
は
、
大
な
た
を
振
る
い
整

理
し
改
善
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、

「
早
く
帰
っ
て
ね
。」
と
声
を
掛
け
て
も
、

「
子
ど
も
の
笑
顔
が
見
た
い
の
で
も
う

少
し
や
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
言
わ
れ
た

ら
「
お
疲
れ
様
。
頑
張
っ
て
ね
。」
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
教
師
の
原
点

で
も
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
情
熱
は
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

以
前
、
先
輩
か
ら
「
校
長
は
最
後
の

切
り
札
だ
か
ら
主
任
や
教
頭
に
任
せ
、

安
易
に
関
わ
り
合
わ
な
い
方
が
よ
い
。」

と
話
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ト
ッ

プ
と
し
て
の
心
構
え
と
し
て
あ
り
が
た

く
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護

者
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
少
し
で
も
疑

問
符
が
付
い
た
も
の
に
対
し
て
は
、
初

め
か
ら
教
頭
と
一
緒
に
事
に
当
た
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
自
分
の
動
き
方
ひ
と

つ
で
多
く
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
の
で

あ
れ
ば
こ
ん
な
に
素
敵
な
こ
と
は
な
い
。

　

つ
い
に
ラ
ス
ト
一
年
と
な
っ
た
。
笑

顔
の
絶
え
な
い
明
る
い
職
員
室
そ
し
て

学
校
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
い
た

い
。

　

主
張　

子
ど
も
と
先
生
の
笑
顔
が
見
た
く
て

栃
木
県
小
学
校
長
会
副
会
長　

髙
島　

俊
一
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本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
、「
豊
か
な

心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
付

け
た
児
童
の
育
成
」
で
す
。
そ
う
し
た

目
標
の
達
成
の
た
め
に
日
々
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
が
、「
南
っ
子

会
議
」
の
年
間
を
通
し
て
の
実
施
で
す
。

  

「
南
っ
子
会
議
」
は
、
学
校
生
活
の
充

実
や
向
上
の
た
め
、
学
級
の
枠
を
越
え

た
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
学
校
生
活

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
課
題
を
見
い

だ
し
、
解
決
す
る
た
め
に
全
校
児
童
で

話
し
合
う
会
議
で
す
。
本
校
で
は
、
こ

の
会
議
を
二
年
前
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

現
在
は
年
間
を
通
し
て
六
回
、
業
間
や

学
級
活
動
の
時
間
を
利
用
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
、
低
学
年
児
童
が

話
合
に
参
加
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
っ
た
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
回
か
実
施
す
る
う
ち
に
、
低
学
年
児

童
が
、
分
か
ら
な
い
言
葉
に
つ
い
て
き

ち
ん
と
主
張
し
、
高
学
年
児
童
が
低
学

年
児
童
に
も
分
か
る
よ
う
に
噛
み
砕
い

て
説
明
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
集
団
で
話
し
合

う
場
面
で
は
、
高
学
年
児
童
が
、
意
見

が
言
い
や

す
く
な
る

よ
う
、
温

か
い
雰
囲

気
づ
く
り

を
心
が

け
、
低
学

年
児
童
が

発
表
す
る
と
き
に
は
、
一
生
懸
命
聴
き
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
補
足
し
て
あ
げ
る

と
い
っ
た
心
遣
い
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
自
発
的
・
自
治
的
な
取
組

は
、
多
様
な
意
見
を
認
め
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
よ
さ
を
生
か
し
合
い
な
が
ら
考

え
、
伝
え
合
う
と
い
っ
た
姿
勢
を
育
み

ま
す
。
そ
し
て
、
児
童
一
人
一
人
の
自

尊
感
情
を
高
め
、
何
ら
か
の
課
題
に
直

面
し
た
際
、
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く

は
ず
だ
と
い
う
期
待
に
対
し
て
、
自
分

に
は
そ
れ
が
実
行
で
き
る
と
い
う
自
信

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど

も
の
輝
き
を
引
き
出
す
よ
う
な
教
育
活

動
を
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一　

山
前
小
学
校
の
教
育
に
つ
い
て

　

明
治
六
年
に
開
校
し
た
山
下
学
校
と

大
前
学
校
を
母
体
と
し
て
、
山
前
小
は

百
四
十
六
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
八
年
に
制
定
さ
れ
た
校

訓
は
代
々
引
き
継
が
れ
「
山
前
小
の
教

育
」
の
不
易
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
学
校
経
営
の
目
指
す
方
向
◇

　
「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
楽
し
く
過

ご
せ
る
学
校
・
地
域
と
共
に
歩
み
信
頼

さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
、
自
己
肯
定

感
と
自
信
を
も
ち
物
事
に
本
気
で
取
り

組
め
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
よ
さ
を
認
め
る
こ
と
、
学
ぼ
う
と
す

る
意
欲
・
学
ぶ
力
を
確
実
に
身
に
付
け

さ
せ
る
教
育
の
実
践
と
規
範
意
識
の
醸

成
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
た
「
共
育
」
の
推
進
に
努

め
る
こ
と
を
、
学
校
経
営
の
根
幹
と
し

ま
し
た
。

二　

目
指
す
児
童
像
：
自
ら
学
ぶ
子

　
　

目
指
す
教
師
像
：
常
に
子
ど
も
に

　

寄
り
添
い
子
ど
も
の
心
を
感
じ
取
り

　

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
職
員

三　

五
月
の
「
講
話
朝
会
」
よ
り

　

山
前
小
で
大
切
に
考
え
て
い
る
論
語

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。「
己
の
欲
せ

ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
忽
か
れ
」
で

す
。「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
、
人

に
し
な
い
、
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
論
語
を
心
に
刻
ん

で
時
々
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、「
子
曰
く
、
仁
は
遠
か
ら
ん

や
。
我
仁
を
欲
す
れ
ば
、
こ
こ
に
仁
至

る
。」
仁
（
思
い
や
り
・
あ
た
た
か
い

心
）
は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
自
分
が
仁
を
求
め
さ
え
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
仁
は
や
っ
て
く
る
の
だ
、
と
孔

子
は
言
っ
て
い
ま
す
。
運
動
会
を
控
え
、

児
童
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
勇
気
を
も
っ

て
力
を
合
わ
せ
心
を
つ
な
ぐ
山
前
小
」

も
決
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
伸
び
伸
び
・
力
一
杯
の
演
技

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
輝
き
を
引
き
出
す
教
育
活
動
の
推
進

上
三
川
町
立
明
治
南
小
学
校　
　

荒
川　

幸
広

　
「
か
し
こ
く
・
あ
た
た
か
く
・
た
く
ま
し
く
」
の
校
訓
の
下
に

足
利
市
立
山
前
小
学
校　
　

鈴
木　

一
弘

豊
か
な
心
を
も
ち

　
輝
い
て
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
学
校
経
営

第１回南っ子会議　テーマ
「南っ子スローガンを決めよう」

山前小学校の
よい子の像
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本
校
は
栃
木
市
の
最
南
端
に
位
置

し
、
学
校
の
程
近
く
に
渡
良
瀬
遊
水
地

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
二
百
四
十
四
名

の
児
童
が
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
で
き
る
の
も
、
地
域
の

皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
が
、
学
校
の
教

育
活
動
に
対
し
て
大
変
協
力
的
で
あ
る

か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
栃
木
市
で
は
、
と
ち
ぎ
未
来

ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
も
、
掛
け
算
九
九
、
の
こ
ぎ
り

や
ミ
シ
ン
の
使
い
方
等
に
関
す
る
学
習

支
援
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
よ
る
登
下
校
指
導
な
ど
、
地
域
の

方
々
か
ら
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
昔
遊
び
」
と
「
渡
良
瀬
遊

水
地
の
環
境
学
習
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
「
昔
遊
び
」
は
竹
馬
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
竹

と
ん
ぼ
、
お
手
玉
な
ど
の
遊
び
を
異
学

年
交
流
活
動
の
「
な
か
よ
し
班
」
ご
と

に
昼
休
み
を

使
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年

の
こ
と
で
す
の

で
、
上
級
生
は

上
手
に
で
き
、

一
年
生
に
教
え

る
な
ど
、
授
業

中
と
は
違
う
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
も
意
気
揚
々

と
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
渡
良
瀬
遊
水
地
の
環
境
学
習
」
は

渡
良
瀬
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
六
月
と
十
月
に

実
地
観
察
等
を
行
い
、
十
二
月
に
そ
の

観
察
結
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
本
校

に
と
っ
て
渡
良
瀬
遊
水
地
は
と
て
も
身

近
な
も
の
で
す
。
学
習
を
行
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
自
然
に
対
し
て
新
た
な
発
見

を
し
、
自
然
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、

後
世
に
残
し
て
い
く
決
意
を
固
め
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
力
を
貸
し

て
い
た
だ
く
ば
か
り
で
す
。
地
域
の
皆

様
に
元
気
に
挨
拶
を
し
、
運
動
会
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
み
て
い
た
だ

く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
ア

シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
等
を
通
し
て
、
い
つ
の

日
か
地
域
に
自
分
た
ち
の
力
を
返
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
地
域

と
共
に
あ
る

学
校
の
使
命

で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
力
を
地
域
に栃

木
市
立
藤
岡
小
学
校
長　
　

黒
野　

篤
代

　
「
特
色
」
と
聞
く
と
他
校
に
は
な
い

取
組
を
連
想
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
学
校
教
育
目
標
達
成
の
た
め
、
児

童
の
実
態
や
保
護
者
・
地
域
の
願
い
を

踏
ま
え
た
教
育
活
動
が
「
特
色
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
を
紹

介
し
ま
す
。

特
色
一　

学
校
経
営
理
念

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
小
学
校
の
位
置

付
け
を
踏
ま
え
、
本
校
の
役
割
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
法
規
、
学
習
指
導
要

領
等
を
も
と
に
学
校
経
営
理
念
を
設
定

し
ま
し
た
。
職
員
に
理
解
さ
せ
、
保
護

者
・
地
域
に
周
知
し
て
い
ま
す
。「
私
た

ち
は
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
、
協
働
し

て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
る

た
め
の
基
盤
を
育
成
し
ま
す
。」
と
い
う

も
の
で
す
。

特
色
二　

思
い
や
り
と
辛
抱

　

学
校
教
育
目
標
達
成
の
た
め
、
児
童

の
実
態
か
ら
目
指
す
児
童
像
に
「
思
い

や
り
と
辛
抱
を
大
切
に
す
る
子
」
を
位

置
付
け
ま
し
た
。
児
童
に
は
「
や
り
と

ぼ
う
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
、「
思
い
や

り
と
辛
抱
」
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い

ま
す
。

特
色
三　

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る

　
　
　

小
学
生

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
、
規
範
意
識
な

ど
を
高
め
る
た
め
、「
当
た
り
前
の
こ
と

が
で
き
る
小
学
生
」
に
な
れ
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
」、「
人
の
た
め

に
行
動
す
る
」
な
ど
の
言
葉
を
随
時
教

室
に
掲
示
し
、
指
導
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

特
色
四　

無
言
清
掃

　

心
を
整
え
て
、
黙
っ
て
真
剣
に
清
掃

を
行
う
取
組
で
す
。
学
区
内
の
中
学
校

で
の
同
様
の
取
組
「
一
隅
清
掃
」
を
モ

デ
ル
と
し
、
小
中
連
携
の
ひ
と
つ
と

し
て
三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

特
色
五　

貢
献

　

学
校
経
営
理
念
の
「
貢
献
」
に
つ
い

て
は
、
児
童
個
人
目
標
に
「
み
ん
な
の

た
め
に
」
と
い
う
項
目
を
設
定
し
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。
学
級
・
学
校
・
地

域
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
各
自
が

自
己
決
定
し
、
振
り
返
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
他
校
で
も
実
践
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
本
校
の
実
態
に
即
し

た
教
育
活
動

で
あ
り
、
特

色
あ
る
取
組

で
あ
る
と
捉

え
、
今
後
も

推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

実
態
を
踏
ま
え
た
学
校
教
育
目
標
達
成
の
た
め
の
取
組
こ
そ
が「
特
色
」

真
岡
市
立
中
村
小
学
校　
　

大
越　
　

武

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

竹馬にチャレンジ

野鳥観察



C
o
sm
o
s 

コ
ス
モ
ス

栃
木
県
女
性
校
長
教
頭
会
だ
よ
り

　
　

栃
木
県
女
性
校
長
教
頭
会
長

髙
野　

恵
子

　

栃
木
県
女
性
校
長
教
頭
会
は
、
し
な
や

か
な
思
考
に
よ
る
学
校
経
営
や
確
か
な
教

育
の
創
造
を
目
指
し
て
研
鑽
を
積
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
公
立
小
・
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
の
女
性
校
長
百
九
名
、
教

頭
・
副
校
長
百
八
十
二
名
で
今
年
度
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

総
会
・
第
一
回
研
修
会
で
は
、
県
教

育
長
様
、
県
管
理
職
員
協
議
会
長
様
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
活
動
方
針
を
定

め
、
研
究
主
題
を
「
未
来
を
拓
き
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
日
本
人
を
育

成
す
る
学
校
教
育
の
推
進
〜
日
本
文
化

に
誇
り
を
も
ち
、
共
に
学
び
未
来
社
会

を
切
り
拓
く
力
を
育
む
学
校
経
営
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
教
委
事
務
局
義

務
教
育
課
主
幹 

大
高
栄
男
様
に
、「
学

校
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
題

し
て
大
変
分
か
り
や
す
く
心
に
し
み
る

指
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

二
回
研
修
会
で
は
主
題
に
基
づ
く
研
究

発
表
や
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
に
つ
い
て
、
福
原
正
大

氏
の
講
話
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
真
の
実
現
に

向
け
て
女
性
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め

に
、
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

栃
の
葉

「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　

学
力
向
上
に
向
け
て
」

栃
木
県
教
育
委
員
会

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学

力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
と
ち
ぎ
っ
子
学
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

四
月
十
八
日
に
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
要
と
な
る
「
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状

況
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
力
調

査
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
課
題
を
明

確
に
し
た
上
で
、
教
育
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
等
に
資
す
る
よ
う
、

継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
こ
と
で
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
調
査
結
果
の

分
析
・
検
証
を
踏
ま
え
、
指
導
計
画
等

に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、

指
導
計
画
等
の
改
善
に
向
け
て
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

各
学
校
が
、
学
力
調
査
を
効
果
的
に

活
用
し
、
学
校
全
体
で
組
織
的
な
取
組

と
な
る
よ
う
、
校
長
先
生
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
元
年
度関

ブ
ロ
理
事
会
だ
よ
り

　
　

栃
木
県
小
学
校
長
会
副
会
長

栗
原　

武
夫

　

五
月
十
日
（
金
）
東
京
都
「
ホ
テ
ル

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」
で
、
第
一
回

理
事
会
が
以
下
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

〇
会
長
あ
い
さ
つ

〇
協
議

◆
平
成
三
十
年
度
会
務
報
告
、
決
算
会

　

計
監
査
報
告

◆
令
和
元
年
度
役
員
選
出

◆
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

◆
第
七
十
一
回
千
葉
大
会
に
つ
い
て

　

会
宣
言
文
案
・
運
営
要
項
等

※
栃
木
県
の
提
案
分
科
会
及
び
地
区

　

教
育
課
程
：
豊
か
な
人
間
性
（
那
須
）

　

危
機
管
理
：
健
全
育
成
（
塩
谷
）

◆
第
七
十
二
回
茨
城
大
会
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
六
月
十
三
日
・
十
四
日  

　

全
体
会
：
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

　

分
科
会
：
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
他

※
栃
木
県
の
提
案
分
科
会
及
び
地
区

　

教
育
課
程 

：
知
性
・
創
造
性
（
佐
野
）

　

指
導･

育
成
：
人
材
育
成
（
小
山
）

○
情
報
交
換

　

・
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

　

・
自
治
体
間
格
差

　

・
校
長
会
の
組
織
や
運
用
の
見
直
し

　
　
（
ス
リ
ム
化
）

　

・
職
員
評
価
の
給
与
へ
の
反
映

　

・
教
職
員
希
望
者
の
減
少
、
講
師
不
足

　

・ 

働
き
方
改
革
の
実
施
状
況(

ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
、
時
間
外
電

話
へ
の
対
応
等)　

他

「
全
国
連
合
小
学
校
長
会

第
七
十
一
回
総
会
・
研
修
会
か
ら
」

　
　

栃
木
県
小
学
校
長
会
長浪

花　
　

寛

　

五
月
二
十
二
日
、
東
京
虎
ノ
門
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
全
連
小
理
事
、
代

議
員
約
六
百
名
が
参
加
し
て
総
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
、
文
科
省
の
行
政
説

明
を
中
心
と
し
た
研
修
が
実
施
さ
れ

た
。

　

総
会
で
は
、
本
年
度
よ
り
会
長
と

な
っ
た
東
京
都
の
喜
名
朝
博
校
長
か
ら

の
挨
拶
、
文
部
科
学
副
大
臣
の
浮
島
智

子
氏
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
か
ら
祝
辞

が
あ
り
、
続
い
て
昨
年
度
の
事
業
・
決

算
報
告
、
本
年
度
の
活
動
方
針
、
事
業

計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
承

認
さ
れ
た
。

　

研
修
で
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
教
育
課
程
課
長 

滝
波 

泰 

氏
か

ら
の
「
当
面
す
る
初
等
教
育
の
諸
問
題
」

と
題
し
た
講
話
に
続
き
、
同
財
務
課
長

合
田 

哲
雄 

氏
か
ら
「
公
教
育
の
目
標
」

「
人
材
確
保
」「 

働
き
方
改
革
」
等
に
つ

い
て
、
同
外
国
語
教
育
推
進
室
長 

小
野 

賢
示 

氏
か
ら
「
外
国
語
教
育
の
指
導
体

制
」「
英
語
を
学
ぶ
必
要
性
」
等
に
つ

い
て
の
行
政
説
明
等
が
あ
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
秋
田
県
会
長
か
ら
、

秋
田
大
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
た
い
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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本
校
に
赴
任
し
、
最
初
に
驚
い
た
こ

と
は
、学
校
敷
地
内
に
『
田
ん
ぼ
』
と
『
ビ

オ
ト
ー
プ
』
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。
田

ん
ぼ
の
学
校
と
し
て
の
取
組
は
、
今
年

で
十
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
播
種
・
育
苗
・

田
植
え
・
収
穫
・
脱
穀
体
験
・
土
器
に

よ
る
古
代
米
炊
飯
・
し
め
縄
づ
く
り
、

そ
し
て
、
学
習
発
表
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
更
に
『
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
』
へ
の

試
み
も
五
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
、

五
種
類
の
古
代
米
を
使
い
『
燦
然
と
輝

く
朝
陽
（
太
陽
）
の
中
に
令
和
の
文
字
』

を
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
は
輝
き
生
き
生
き
と

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
る「
寒

川
尼
と
古
代
米
の
里
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
の
五
十
一
名
の
方
々
で
す
。

　

改
め
て
寒
川
地
区
の
学
校
に
対
す
る

協
力
体
制
や
地
域
の
教
育
力
の
高
さ
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
と

と
も
に
あ
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
営
拠
出
金
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　

運
営
拠
出
金
委
員
長

伊
藤　

由
美
子

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
県
小
学
校
長
会

の
会
員
に
な
ら
れ
た
先
生
方
、
ご
昇
任

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

運
営
拠
出
金
委
員
会
は
、
校
長
会
の

主
体
的
な
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
校
長
の
地
位
確
立
、
職
責

の
遂
行
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
え
る
た
め
、

新
加
入
の
皆
様
よ
り
運
営
拠
出
金
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
本
委
員
会
で
は
こ
れ

ら
の
保
管
と
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
令
和
三
年
度
開
催
の
関
ブ

ロ
栃
木
大
会
に
向
け
て
、
準
備
資
金
や

開
催
資
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
を
主
な

取
組
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
今
年
度
と
次
年
度
は
開
催

の
た
め
の
準
備
金
を
支
出
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
関
ブ
ロ
栃

木
大
会
以
降
も
、
校
長
会
七
十
五
周
年

等
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
資
金
も
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

現
状
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
小
学
校
長
会
事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
長　
　

吉
成　

隆
志

　

五
月
十
六
日
の
定
期
総
会
（
代
議
員

制
）
で
は
、
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
令
和
元
年
度
役
員
報
告
・

活
動
目
標
・
事
業
計
画
・
予
算
案
審
議

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
の
統
廃
合
（
会
員
数
の

減
少
）
に
よ
る
収
入
の
減
少
及
び
十
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
消
費
税
の
値
上

げ
に
よ
る
支
出
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
二
月
の
臨
時
総
会
で
、
本
年
度
か

ら
の
会
費
を
改
定
し
ま
し
た
。
今
後
も

運
営
や
支
出
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
円
滑
な
小
学
校
長
会
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

今
年
度
は
、
関
ブ
ロ
大
会
が
千
葉
で
、

全
連
小
大
会
が
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
関
ブ
ロ
千
葉
大
会
で
、
那
須
・

塩
谷
地
区
が
発
表
し
ま
す
。

　

栃
木
県
小
学
校
長
会
事
務
局
は
、
今

年
度
も
吉
成
事
務
局
長
と
高
柳
事
務
局

員
で
す
。
勤
務
は
九
時
〜
十
六
時
（
昼

休
み
一
時
間
）
で
す
。

　

不
在
の
場
合
は
、
留
守
電
設
定
に
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
用
件
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。
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編
集
後
記

話
題
の
広
場

地
域
と
と
も
に
あ
る

　
　
　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
〜
田
ん
ぼ
の
学
校
〜

 

小
山
市
立
寒
川
小
学
校　

五
十
畑　

透

　

歴
史
に
残
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
の
十
連
休
も
終
わ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い

で
あ
っ
た
が
、
校
長
先
生
方
は
ど

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
元
号
も
「
平
成
」
か
ら

「
令
和
」
と
変
わ
り
、
時
代
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
来
年

度
か
ら
は
小
学
校
で
、
再
来
年
度

は
中
学
校
で
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
全
面
実
施
と
な
る
。
義
務

教
育
学
校
の
導
入
や
働
き
方
改
革

な
ど
、
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
校
長
の
役
目
の
重
さ

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

大
田
原
市
立
宇
田
川
小
学
校

國
安　

浩


